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― 日本の分子生物学を牽引する、そして展開する　君たちへのメッセージ ―

【セッションⅠ】

キャリアパスの多様性と可能性

日　時：12月 3日（火）11:45 ～ 13:00
会　場：第 7会場（神戸国際会議場 3階　国際会議室）
司　会：キャリアパス委員　白鬚　克彦（東大・分生研）

●講演１

 菅　　裕明（東京大学大学院理学系研究科）

  「ベンチャー起業「夢と野望」の心得とその功罪」

本講演では、ペプチドリーム創業と事業展開を例にとり、ベンチャー起業をするにあたっての「夢」と「野望」を題材に議論する。

また、ペプチドリームを起業するにあたり、アカデミア研究の自由性確保にどう取り組んできたか、その心得も紹介する。

●講演２

 片田江舞子（株式会社東京大学エッジキャピタル）

  「大学発ベンチャーへの起業・事業開発に対するVCの役割」

ベンチャーキャピタル（VC）投資はハイリスクとされるが、世界に通用する高い経済効果を生むイノベーションはベンチャー

企業から生まれることが多い。アカデミア発のテクノロジーを基盤とするベンチャーの企業に対して、ベンチャーキャピタル

がどのような活動を行っているかを紹介する。

●パネルディスカッション with キャリアパス委員

 井関　祥子（東医歯大・医歯）、小野　弥子（都医学研）、佐藤　健（群馬大・生調研）、

 塩見美喜子（委員長 / 東大・理）、東山　哲也（名大・ITbM）

キャリアパス委員会主催　ランチョンセミナー2013

キャリアパス委員会企画
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【セッションⅡ】

21世紀のアカデミア、君たちは何を目指す？

日　時：12月 4日（水）11:45 ～ 13:00
会　場：第 7会場（神戸国際会議場 3階　国際会議室）
司　会：キャリアパス委員　小林　武彦（遺伝研）

●講　演

 堀田　凱樹（東京大学名誉教授）

  「未来を見通した研究テーマの選び方」

テーマの選択は科学者の未来を左右します。環境の制約がある中でも、未来を見通した視点が重要です。自分は何に興味が

あるのか？科学者として大成する（かもしれない）将来に栄える分野は何か？それを見定めて自分が現在するべき仕事は何か？

未来予測は困難ですが、科学の発展の歴史と過去の成功と失敗の経験から、なにかヒントが得られないかを探って見たいと思

います。院生となった 50 年前に私は何を考えていたのかからお話します。

●ケータイをつかった聴衆参加型ディスカッション with キャリアパス委員

 石井　優（阪大・医）、岩崎　渉（東大・大海研）、五島　剛太（名大・理）、斎藤　通紀（京大・医）、

 柳田　素子（京大・医）

※会場の皆様にはご自身の携帯電話・スマートフォンから専用サイトへアクセスしていただき、ご意見を前方スクリーン

にリアルタイム表示する「ケータイアナライズシステム」を導入します。

これまでの「若手教育問題ワーキンググループ」と「男女共同参画委員会」は合併し、今期より新たに「キャリアパス委員会」

として発足致しました。若手のみならず、男女共同参画にかぎらず、双方がもつ戸惑いや不安、そして悩みを持ち寄り、共有し、

一丸となって解決策を求めることが本委員会の狙いです。発足初年にあたる本年度の年会では、キャリアパス委員会主催のラ

ンチョンセミナーを初日および 2日目と二日にわたり開催致します。初日（12 月 3日）は、「セッション I：キャリアパスの多

様性と可能性」と題し、東京大学大学院理学系研究科の菅裕明先生と株式会社東京大学エッジキャピタルの片田江舞子氏を講

師としてお招きし、日本におけるベンチャーの実情や将来性、問題点等に焦点を当てつつ、これまでの経験を基に御講演して

頂きます。講演後は、キャリアパス委員 6名を含めパネルディスカッションを行い、文字通り「キャリアパスの多様性と可能

性」を聴衆の皆様と共に探りたいと思います。2日目（12 月 4 日）は、「セッション II：21 世紀のアカデミア、君たちは何を

目指す？」と題し、東京大学名誉教授の堀田凱樹先生を講師としてお招きします。「未来を見通した研究テーマの選び方」に関

して、科学の歴史や御自身のアカデミアにおける経験（成功に限らず失敗！も含め）を基に御講演して頂きます。講演後は、キャ

リアパス委員 6名を含め、ケータイをつかった聴衆参加型ディスカッション形式で、主題に関して新たに問題を提起すると共

に意見交換を行いたいと思います。今後、分子生物学は他分野と融合しつつ新たな道を歩むことが期待されています。それを

実際担うのは、男女問わず、若くて将来のある、そう、貴方達です。が、その方向性を可能な限り、ポジティブに提示しつつ

共に知恵をしぼるのは「キャンパス委員会」に課せられた使命の一つであると考えます。年会二日にわたるランチョンセミナー

が、その一歩となれば幸いです。

※ ランチョンセミナー当日の午前 8時より、バイテクセミナー整理券引換デスク（神戸国際会議場 3階第 2受付横）にて『参

加整理券』を発券します。
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